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○愛知淑徳大学同窓会奨学金等給付規程  

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 規 程 は、 愛 知 淑 徳 大 学同 窓会 か ら 寄 付 さ れ た資金 に よ り 、 外 国 人留学 生

（「 留 学 」 の 在 留 資格を 有 す る 者 ） に 給付す る 奨 学 金 （ 以 下 、「留 学 生 奨 学 金 」 とい

う 。）及 び 、学 部 の正規 の 課 程 に 在 籍 する４ 年 生（ 修 業 年 限を越 え て 在 籍 す る 者、休

学 中 の 者 及 び 留 学生を 除 く ） に 給 付 する奨 学 金 （ 以 下 、「 修学奨 学 金 」 と い う 。）に

つ い て 、 必 要 な 事項を 定 め る 。  

（ 留 学 生 奨 学 金 の対象 と な る 者 ）  

第 ２ 条  留 学 生 奨 学金 の 給 付 の 対 象 となる 者 は 、 次 の 各 号に該 当 す る 者 と す る。  

（ １ ） 学 業 成 績 及び人 物 考 課 が 特 に すぐれ て い る 者  

（ ２ ） 給 付 時 に 在籍し て い る 者  

（ 留 学 生 奨 学 金 の額）  

第 ３ 条  留 学 生 奨 学金 の 額 は 、 在 学 中１回 １ 人 あ た り １ ０万円 と す る 。  

（ 留 学 生 奨 学 金 の採用 人 数 ）  

第 ４ 条  採 用 人 数 は資 金 の 範 囲 内 で 国際交 流 委 員 会 が 決 定する 。  

（ 留 学 生 奨 学 金 の申請 手 続 ）  

第 ５ 条  留 学 生 奨 学金 の 給 付 を 希 望 する留 学 生 は 、「 留 学生 奨学 金 申 請 書 」（ 様式 １）

に よ り 、 毎 年 ３ 月又は ９ 月 に 申 請 す るもの と す る 。  

２  申 請 書 に は 、次の 各 号 に 定 め る 書類を 添 付 す る も の とする 。  

（ １ ） 申 請 理 由 書（様 式 ２ ）  

（ ２ ） 本 学 の 成 績証明 書  

（ ３ ） ア ド バ イ ザー又 は 指 導 教 員 の 推薦書 （ 様 式 ３ ）  

（ 留 学 生 奨 学 生 の決定 ）  

第 ６ 条  留 学 生 奨 学金 の 給 付 を 受 け る者（ 以 下 、「 留 学 生奨 学生 」 と い う 。） は、 前条

の 申 請 を し た 者 のうち か ら 、 国 際 交 流委員 会 の 議 を 経 て 学長が 決 定 す る 。  

（ 修 学 奨 学 金 の 対象と な る 者 ）  

第 ７ 条  修 学 奨 学 金の 給 付 の 対 象 と なる者 は 、 次 の 各 号 に該当 す る 者 と す る 。  

（ １ ） ４ 年 次 前 期まで の 通 算 Ｇ Ｐ Ａ が３． ０ 以 上 の 者  

（ ２ ） 申 請 年 度 ３月に 卒 業 す る 見 込 みがあ る 者  
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（ ３ ） 愛 知 淑 徳 大学同 窓 会 の 活 動 を 理解し 、 入 会 す る 者  

（ 修 学 奨 学 金 の 額）  

第 ８ 条  修 学 奨 学 金の 額 は 学 生 一 人 あたり 年 額 １ ０ 万 円 とする 。  

（ 修 学 奨 学 金 の 採用人 数 ）  

第 ９ 条  採 用 人 数 は予 算 の 範 囲 内 で 学資援 助 委 員 会 が 決 定する 。  

（ 修 学 奨 学 金 の 募集）  

第 １ ０ 条  修 学 奨 学金 の 募 集 は 、 毎 年１０ 月 に 掲 示 に よ り行う 。  

（ 修 学 奨 学 金 の 申請手 続 ）  

第 １ １ 条  修 学 奨 学金 の 給 付 を 希 望 する学 生 は 、 指 定 する 期日 ま で に 次 の 各 号に定 め

る 書 類 を 学 長 に 提出す る も の と す る 。  

（ １ ） 修 学 奨 学 金申請 書 （ 様 式 ４ ）  

（ ２ ） 申 請 時 に おける 本 学 の 成 績 証 明書  

２  修 学 奨 学 金 の申請 年 度 に 愛 知 淑 徳大学 学 資 援 助 規 程 に基づ く 特 別 給 付 奨 学金を 受

給 し て い る 場 合 におい て も 申 請 で き るもの と す る 。  

（ 修 学 奨 学 生 の 決定）  

第 １ ２ 条  修 学 奨 学 金 の 給 付 を 受 け る 者 （ 以 下 「 修 学 奨 学 生 」 と い う 。） の 選 考 は 、

学 資 援 助 委 員 会 におい て 行 い 、 選 考 結果を 学 長 に 報 告 し なけれ ば な ら な い 。 学長は

選 考 結 果 に よ り 奨学金 給 付 の 採 否 の 決定を 行 う 。  

（ 給 付 時 期 及 び 交付方 法 ）  

第 １ ３ 条  留 学 生 奨学 金 及 び 修 学 奨 学金の 給 付 の 時 期 は、 次の と お り と し 、届 出の あ

っ た 奨 学 生 の 預 金口座 へ の 振 込 み に よって 交 付 す る も の とする 。  

た だ し 、 修 学 奨 学生に 限 り 、 学 納 金 の一部 ま た は 全 額 が 未納の 場 合 は 、 学 納 金と相

殺 す る も の と す る。  

（ １ ） 留 学 生 奨 学金  ４ 月 、 １ ０ 月  

（ ２ ） 修 学 奨 学 金  １ ２ 月  

（ 奨 学 金 等 の 返 還）  

第 １ ４ 条  留 学 生 奨学 生 が 、 次 の 各号 の一 に 該 当 す る に 至った と き は 、 受 給し た奨 学

金 を 返 還 し な け ればな ら な い 。  

（ １ ） 除 籍 又 は 退学と な っ た と き  

（ ２ ） 学 則 に よ る懲戒 の 対 象 と な る 行為が あ っ た と き  

（ ３ ） 前 各 号 の ほか、 留 学 生 奨 学 生 として 不 適 切 な 行 為 があっ た と き  
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２  修 学 奨 学 生 が、次 の 各 号 の 一 に 該当す る に 至 っ た と きは、 受 給 し た 奨 学 金を返 還

し な け れ ば な ら ない。  

（ １ ） 除 籍 又 は 退学と な っ た と き  

（ ２ ） 申 請 時 の 卒業見 込 み 年 月 で は 卒業が 見 込 め な く な ったと き  

（ ３ ） 学 則 に よ る懲戒 の 対 象 と な る 行為が あ っ た と き  

（ ４ ） 前 各 号 の ほか、 修 学 奨 学 生 と して不 適 切 な 行 為 が あった と き  

３  返 還 方 法 は 愛知淑 徳 大 学 学 資 援 助に係 る 「 特 別 給 付 奨学金 １ 施 行 細 則 」 第１１ 条

を 準 用 す る も の とする 。  

（ 他 の 奨 学 金 と の併給 ）  

第 １ ５ 条  日 本 学 生支 援 機 構 奨 学 金、 愛知 淑 徳 大 学 学 資 援助規 程 に 基 づ く 奨 学金及 び

そ の 他 の 奨 学 金 等の給 付 あ る い は 貸 与を受 け て い る 者 で あって も 、 こ の 規 程 による

修 学 奨 学 生 の 対 象とな る こ と が で き る。  

（ 改 廃 ）  

第 １ ６ 条  こ の 規 程の 改 廃 は 、 学 資援 助委 員 会 の 議 を 経 て、大 学 協 議 会 の 承 認を得 て

理 事 長 が 決 定 し 、愛知淑 徳 大 学 同 窓 会 の同意 を 得 る も の と する 。こ の 場 合 に お い て、

学 資 援 助 委 員 会 は、留 学 生 奨 学 金 に 係わる も の に つ い て 、予め 国 際 交 流 委 員 会の意

見 を 聴 く も の と する。  

 

附  則  

１  こ の 規 程 は 、平成 １ ４ 年 １ １ 月 １９日 か ら 施 行 す る 。  

２  平 成 １ ０ 年 ４月１ 日 施 行 の 「 愛 知淑徳 大 学 同 窓 会 奨 学金給 付 規 程 」 は 、 廃 止

す る 。  

附  則  

こ の 規 程 は 、 平 成１６ 年 ４ 月 １ 日 か ら施行 す る 。  

附  則  

こ の 規 程 は 、 平 成２４ 年 ４ 月 １ 日 か ら施行 す る 。  

附  則  

こ の 規 程 は 、 平 成２５ 年 ４ 月 １ 日 か ら施行 す る 。  

附  則  

こ の 規 程 は 、 平 成２９ 年 ４ 月 １ 日 か ら施行 す る 。  

附  則  

こ の 規 程 は 、 平 成３１ 年 ４ 月 １ 日 か ら施行 す る 。  
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附  則  

こ の 規 程 は 、 令 和２年 ４ 月 １ 日 か ら 施行す る 。  


